
環境を通して育つということ 
 
 ５日（月）に８月の誕生会がありました。職員の手作りの冠
とプレゼント（中身はこの後にもらえるお楽しみのため内緒
にします）がもらえる特別な日です。 
８月の誕生会では、年長児でハワイのダンスを習ってい

る子の踊りを中心に、職員もスカートを履いて、８月の誕生
児のお祝いダンスを披露しました。職員がウクレレを弾きな
がら温かいムードでのお祝いでした。会場の隅に誕生会
が始まる前からプレゼントがきれいに並べてありました。子
ども達は、装飾された机に８月の子がもらえるプレゼントを
まじまじと見て何か感じているようでした。 
私達保育者は、環境を通して子ども達の感性や学びを

培っていきます。プレゼントの置き方一つにも意味があり、
「物を大切に扱う」「気持ちを伝える」等丁寧な生活から子
どもの心に温かい気持ちが芽生えるように、自分自身が大
切にされていることを実感できるように、これからも日々の
出来事を丁寧に扱っていきたいと思います。 
先日保護者の方に学ばせて頂く出来事がありました。園

では敬老の日に合わせて祖父母に手紙を投函する予定
があり、お家の人に封書を用意していただいたのですが。
その封書がとても素晴らしく、シンプルな茶色い封書に、
秋の季節に合わせて素敵なスタンプが押されていて、秋
の切手も貼られてありました。受け取った祖父母の方を思
い、封書を用意してくださった保護者の気持ちはちゃんと
その園児にも伝わり、心を込めて祖父母に手紙を書けたの
でした。温かい気持ちが伝わっていき、とても素敵な出来
事でした。 

種から育てた千日紅！
冬にはリースの材料となり
ます。ボンボンがかわいらし
くドライフラワーにするタイミ
ングが難しいですね。 

始業式（クラス保育はじめ式） 

９月１日ホールで 3.4.5歳児が集まり、皆で元気に歌を歌

い気持ちを一つにしました。そして３つの約束を確認しました。

終業式に、「よく遊ぶ」「よく寝る」「よく食べる」の約束をして皆

「できた！」と、とても自信たっぷりに報告してくれました。長く

休んでいた子も家で充実した生活をしてきたのでしょう！良い

表情をして登園してきました。２学期に頑張りたいことも発表

し、鉄棒を頑張りたい子、何でも一生懸命にすること、けん玉

ができるようになる、縄跳び二重飛びができるようになると職

員とともに目標を立てました。ワクワクした気持ちを常に持ち、

なんでも挑戦していくことを確認しました！そのためには職員も

子ども達の見本となるように新しいことにもチャレンジしていき

たいと思います。 
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ますつかみ 9/2雨天決行！ 

５歳児げんき組は、清流公園でますつかみ体

験をしてきました。あいにくの天気でしたが、前

日に子ども達に確認すると、「絶対にくじけない

から行きたい！」と全員意見一致で当日を迎え

ました。雨の中バスを待ったり歩く姿をみて辛抱

強く泣き言を言わない年長児に成長を感じまし

た。マスは子ども達が感じていたよりすばしっこ

く、すぐに捕まえることができませんでしたが、じ

っと待つ、どの場所が取りやすい、捕まえたらど

うしたら良いかなど、体験からの学びがたくさん

ありました。園外保育ならではの貴重な体験

が、普段の保育に繋がって行きます。魚がぬる

ぬるして生きるために一生懸命に泳ごうとする

姿を見て、それを人間が食する感謝の気持ちも

芽生えてくるでしょう。子ども達のお楽しみは、も

う一つ。お家の人が作ってくれたお弁当とおやつ

タイムです。雨でびしょびしょになりながらも、ニ

コニコで楽しい時間を過ごすことができました。 

 とても暑い 7.8 月でしたが、最近は暑さの中

にも秋を感じさせる季節となりました。季節に合

わせ子ども達は夏にできなかった虫獲りに夢中

です。夏は水遊びを毎日のように行い、すっか

り水に慣れ親しむことができました。水中メガネ

を使用し、潜って宝石を見つける遊びを楽しん

だり、水鉄砲で物を倒すゲームをしたり皆でグ

ルグル回って水流を起こしたりと、水遊びなら

ではの体験ができました！ 

さあ２学期がスタートします。夏の体験を糧

に、それぞれの年齢でつながりを持ちながら新

しい挑戦をしていってほしいです。保護者の方

とも子ども達の育ちを喜び合いながら毎日を大

切に過ごしていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 


